
全
日
本
民
主
医
療
機
関

連
合
会
（
民
医
連
）
が
毎

年
行
っ
て
い
る
「
経
済
的

事
由
に
よ
る
手
遅
れ
死
亡

事
例
調
査
」
に
つ
い
て
、

２
０
２
２
年
調
査
が
３
月

日
、公
表
さ
れ
ま
し
た
。

29
全
国
の
病
院
や
診
療
所

な
ど
７
０
３
事
業
所
が
対

象
で
、

都
道
府
県
連
で

23

事
例
が
報
告
さ
れ
、
う

46ち
１
件
が
鶴
岡
市
内
の
事

例
で
す
。

報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
背
景
と
し
た
死
亡
事
例

か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
と

し
て
、
３
点
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

①
非
正
規
雇
用
な
ど
の

経
済
的
不
安
定
層
に
、
コ

ロ
ナ
禍
が
追
い
打
ち
を
か

け
て
一
層
困
窮
に
陥
っ
て

い
る
。

②
保
険
証
が
無
い
こ
と

や
、
経
済
困
窮
が
医
療
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
阻
害
し
、

重
症
化
や
手
遅
れ
を
招
い

て
い
る
。

③
年
金
受
給
者
は
少
な

い
年
金
で
医
療
に
ま
わ
す

ゆ
と
り
が
な
い
。
家
族
の

就
労
収
入
が
減
る
な
か
受

診
控
え
・
手
遅
れ
と
な
っ

て
い
る
。

体
調
不
良
に
よ
る
退
職

か
ら
困
窮
し
病
状
悪
化

鶴
岡
市
内
の
事
例
は
、

代
女
性
が

月
に
市
内

60

10

の
病
院
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

収
入
は
自
分
と
母
親
の

年
金
だ
け
で
、
２
人
で
月

６
万
６
千
円
ほ
ど
で
し

た
。２

０
２
１
年

月
に
母

12

親
が
入
院
し
、
翌
年
４
月

施
設
に
入
所
し
、
独
居
と

な
り
ま
し
た
。

自
身
の
体
調
不
良
と
、

車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
が
無
く

通
勤
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
介
護
職
の
パ
ー
ト
を

退
職
。

水
道
料
金
と
電
気
代
を

滞
納
し
、
携
帯
電
話
も
止

め
ら
れ
、
ガ
ス
は
契
約
解

除
し
て
い
ま
し
た
。

卓
上
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
長

い
間
満
足
に
食
事
を
と
ら

ず
、
入
院
直
前
に
は
水
や

お
茶
し
か
飲
む
こ
と
が
出

来
な
く
、
経
済
的
に
行
き

詰
ま
り
、
知
人
に
助
け
を

求
め
、
病
院
に
９
月
受
診

し
、
即
日
入
院
と
な
り
ま

し
た
。

病
院
側
で
、
市
の
生
活

保
護
担
当
者
に
連
絡
し
、

入
院
日
の
生
保
申
請
が
受

理
さ
れ
ま
し
た
。

入
院
後

日
で
死
亡

12

し
、
生
保
決
定
前
で
し
た

が
、生
活
保
護
と
み
な
し
、

生
保
受
給
者
と
同
様
に
委

託
の
葬
儀
会
社
が
遺
体
を

引
き
取
り
ま
し
た
。

数
日
後
に
生
活
保
護
が

決
定
さ
れ
、
医
療
費
は
生

活
保
護
か
ら
支
給
さ
れ
ま

し
た
。

本
人
へ
の
病
状
説
明

で
、
「
来
年
を
迎
え
る
こ

と
は
出
来
な
い
」
と
告
知

さ
れ
て
も
、
本
人
は
「
な

ん
と
も
思
わ
な
い
。
自
分

の
こ
と
は
ど
う
だ
っ
て
い

い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
」、

「
病
気
で
具
合
が
悪
く
な

っ
た
の
で
は
な
い
。
食
べ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
」

と
繰
り
返
し
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。

満
足
に
食
べ
ら
れ
な
い

世
帯
が
あ
る
こ
と
は
政

治
の
責
任

水
道
料
金
や
電
気
代
の

滞
納
で
、
事
前
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
サ
イ
ン
を
読
み
取
れ
な

か
っ
た
の
か
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
生
活
保
護
が
、
権

利
で
あ
る
こ
と
を
周
知
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
、

何
よ
り
も
満
足
に
食
べ

ら
れ
な
い
ほ
ど
、
生
活
が

苦
し
い
世
帯
が
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
、
政
治
の
責

任
が
あ
り
ま
す
。

上映スケジュールは２面に掲載

֩
ഉ
Ɲ
ࡀ
ච
Ƈ
ƾ
ƽ
Ҫ
ν
Ǆ

つ
い
て
、
県
と
し
て
上
乗
せ
し
、
所
得

基
準
に
よ
っ
て
対
象
外
と
な
る
世
帯
に

支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
を
提
案
。

▽

日
、
森
田
廣
新
議
長
に
、
議
会
運

22
営
に
関
す
る
申
し
入
れ
。
質
問
機
会
の

公
平
、
各
種
委
員
会
の
公
開
、
海
外
視

察
制
度
の
廃
止
、
県
有
施
設
で
議
会
に

の
み
確
保
さ
れ
て
い
る
喫
煙
場
所
の
廃

止
な
ど

項
目
で
す
。
議
長
は
「
今
後

17

も
様
々
な
課
題
を
議
会
と
し
て
検
討
し

て
い
く
」
と
述
べ
る
の
み
で
し
た
。

道
は
遥
か
で
す
が
、
県
民
に
信
頼
さ

れ
る
議
会
へ
の
改
革
を
め
ざ
し
て
頑
張

り
ま
す
。（
県
議

関

徹
）

▽
５
月

日
に

17

県
議
会
臨
時
議

会
開
会
。

、
22

日
の
３
日
間

23で
、
議
長
・
副

議
長
選
出
、
各

委
員
会
等
の
所
属
委
員
と
委
員
長
・
副

委
員
長
の
選
任
。
私
は
厚
生
環
境
常
任

委
員
会
、
産
業
振
興
・
人
材
育
成
特
別

委
員
会
に
所
属
。

▽
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
で
は
、
政
府

の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の
低
所
得
の

子
育
て
世
代
に
対
す
る
生
活
支
援
特
別

給
付
金
（
児
童
一
人
５
万
円
）
事
業
に
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鶴
岡
生
活
と
健
康
を
守

る
会
（
遠
藤
喜
一
郎
会
長
）

の
第

回
総
会
が

日
開

42

21

か
れ
、
日
本
共
産
党
市
議

団
の
議
員
も
会
員
と
し
て

出
席
し
ま
し
た
。

活
動
報
告
で
は
、
国
の

生
活
扶
助
費
６
３
０
億
円

削
減
に
対
し
て
、
生
活
保

護
削
減
の
不
当
を
訴
え
、

全
国
の
地
方
裁
判
で
取
り

消
し
を
求
め
る
判
決
が
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

地
域
か
ら
「
命
と
く
ら

し
を
守
る
最
後
の
砦
」
と

し
て
の
生
活
保
護
の
権
利

意
識
と
、
意
義
を
確
認
す

る
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

昨
年
８
月
の
対
市
交
渉

で
、
物
価
高
騰
に
伴
う
生

活
保
護
費
大
幅
引
き
上
げ

や
、
市
営
住
宅
の
修
繕
対

応
、
加
齢
性
難
聴
者
の
補

聴
器
助
成
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。月

に
は
、
「
生
活
保

10
護
は
権
利
」
チ
ラ
シ
の
大

量
宣
伝
で
寄
せ
ら
れ
た
相

談
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

年
３
月
に
は
、
物
価

高
騰
に
見
合
う
生
活
保
護

費
引
き
上
げ
を
求
め
る
請

願
を
市
議
会
に
提
出
し
、

新
政
ク
ラ
ブ
と
公
明
会
派

等
が
反
対
し
不
採
択
と
な

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

引
き
続
き
の
運
動
強
化

と
市
民
へ
の
周
知
、
広
報

活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
会
員
や
相

談
者
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
る
声
が
出
さ
れ
、
市

の
生
活
福
祉
の
対
応
や
体

制
、
状
況
に
つ
い
て
も
改

め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
「
少
な
い
年
金

で
暮
ら
せ
ず
、
生
活
保
護

申
請
に
至
る
人
が
増
え
て

い
る
」
と
の
声
か
ら
、
年

金
ア
ッ
プ
、
制
度
改
善
を

求
め
る
運
動
を
強
め
て
ゆ

く
こ
と
が
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。総

会
終
了
後
に
は
、
会

員
が
準
備
し
た
筍
ご
飯
、

孟
宗
汁
、
山
菜
料
理
を
食

べ
な
が
ら
懇
親
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
5月18日入札分

・笹川川代山線道路改良工事（羽黒町川代地内）（入札3業者うち1業者辞退）
(株)丸元建設 4,550,000円（4,550,000円）工期～9/8（落札率100.00％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
5月18日入札分

・市櫛引生涯学習センター耐震改修工事（上山添字文栄９０）（入札16業
者うち6業者辞退）
(株)王祇建設 134,200,000円(135,200,000円)工期～6/3/26（落札率99.26％）

新型コロナ「５類化」に係わる対応についての要請

前文（略）

記

１.高齢者や基礎疾患のある方を始めとして、新型コロナか

ら市民の命を守る対策を、今後も責任をもって行うこと。

２．外来・入院診療の拡大について、医療機関の実情・意向

に合った見通しを立てること。

当面、確保病床は減らさず、介護施設や民間医療機関で発

生した感染者の受け入れも含めて必要な病床を確保するこ

と。将来的な必要病床数については、感染状況等を見ながら

検討していくこと。

３．行政による入院調整は段階的になくなり、高齢者施設が

協力医療機関を通し医療機関間で入院調整することになる

が、入院調整が困難にならないよう関係機関に求めること。

４．感染の施設への持ち込みを防ぐため、感染拡大期には無

症状の職員への定期・集中的検査を行うこと。

５．高齢者・基礎疾患のある人等の在宅療養を支援するため、

相談体制、宿泊療養の確保等を図ること。

６．医療機関・介護・福祉事業所等の現状を把握し、現状に

合わせた対策を講じること。

７．後遺症について、調査・研究、防止対策、治療、発症に

伴う損失への支援策の検討、社会の理解の促進などを行うこ

と。

８．経済的に困難な人も必要な医療を受けられるよう負担軽

減策を検討すること。

９．新規入院数等、感染状況の把握に努め、市民・事業所等

への必要な感染対策の呼びかけを行うこと。

１０．政府に対して、国民の命と健康を守る対策を、責任を

持って推進するよう求めること。以上

日
本
共
産
党
鶴
岡

地
区
委
員
会
と
党
鶴

岡
市
議
団
は

日
、

23

新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移

行
を
受
け
、
皆
川
治

鶴
岡
市
長
に
、
「
新

型
コ
ロ
ナ
か
ら
市
民

の
命
を
守
る
対
策

を
、
今
後
も
責
任
を

要請書を市長に手渡す五十嵐

党地区委員長と菅井市議団長

も
っ
て
行
う
こ
と
」
な
ど
、

項
目
の
要
請
を
行
い
ま

10し
た
。

懇
談
で
は
、
県
が
４
月

日
に
策
定
し
た
「
移
行

20計
画
」
に
沿
っ
て
、
相
談

体
制
を
健
康
課
中
心
に
行

っ
て
い
く
こ
と
、

５
類
に
移
行
し
、
全
数

把
握
か
ら
、
毎
週
金
曜
日

の
定
点
把
握
に
変
更
に
な

っ
た
が
、
庄
内
地
区
管
内

は
保
健
所
を
中
心
に
、
各

病
院
や
福
祉
施
設
の
コ
ロ

ナ
報
告
を
求
め
、
連
絡
会

議
を
週
１
回
金
曜
日
に
実

施
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

党
県
議
団
も
８
日
、
県

の
健
康
福
祉
部
長
に

項
12

目
の
要
請
書
を
提
出
し
て

い
ま
す
。


